
その他 	
単位千円 

30,5男 3.0% 諸 
27 

「その他 

L12・010 1.2% 
I 一“・～ 

物件費維持補修費 

97.668 
9.6% 

扶助費補助費等 

m.064 
27.4% 地方交付税 

247.800 

24.4% 

歳 入 
	

歳 出 

	

◇歳入◇ 	 ◇歳出◇ 

市 	 税 
	

2 79.605 
地 方 交 付 税 247. 800 
分担金及び負担金 
	

6.269 
使用料及び手数料 
	

30.423 
国 庫 支 出 金 
	

259.161 
県 	支 	出 金 
	

70. 960 
財 産 収 入 
	

1.130 
繰 	入 	金 
	

19.267 
諸 収 入 27. 933 
市 債 73.000 

合 計 1.015.548 

費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
金
費
計
 

業
 

ョ
 

会
務
生
生
働
雄工
木
防
育
御
債
ず
 

α
 

ョ
可
 
支
 

林
 
害
 
う
 

議
総
民
衛
労
農
商
土
消
教
災
公
諸
予
合
 

19. 226 
136.972 
250.445 
24.426 
11.247 
95.718 
15.701 

108.379 
48.235 

197. 166 
10.942 
76. 139 
19. 270 

1 .682 
I .015.548 

科
目

別
予
算
状

況
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42年度予算のあらまし 

42年度の一般会計予算は、前年度より1億2日00万1千円多い、 

10億1554万8千円となりました。予算編成にあたつては、健全

財政を保ちながら、行政水準の引き上げと市民福祉の増進を基

調としています。 

歳入については、算出基礎のあ

きらかでないものは計上をさけ、 

すべて収入可能なもののみを計上

しています0 

第一中学校建設事業

公営住宅建設 ク

農業構造改善 ク

児童館建設 ク 

都市計画 	ク 

災害復旧 	ク 

失業対策 	ク 

歳出にてル、ては、できるだけむ

だをはぶくということから、消費

的な経費はできるだけ節減し、事

業費に充当するように編成してい

ます0 

旧.630万円 

3.020万円 

4.790万円 

n0万円 

2.570万円 

1.090万円 

〕．120万円 

主な建設事業 



春
 
に
 
多
 
い
 病

気
 

西
北
中
央
病
院
院
長
 
福
 

田
 
幸
 

雄
 

春
は
、
生
加
軒
げ
る
も
の
 

が
活
気
づ
き
心
よ
い
陽
光
に
さ

そ
わ
れ
て
心
も
う
き
た
つ
。
反

面
、
細
菌
の
活
動
も
活
発
と
な

り
、
そ
 
の
上外
出
も
多
く
な

る
の
で
、
手
や
顔
が
汚
れ
、
結

膜
炎
な
ど
の
目
の
病
気
、
皮
ふ

病
な
ど
も
増
え
る
。
脳
卒
中
、
 

心
臓
病
、
肺
炎
、
気
管
支
炎
な

ど
に
よ
る
死
亡
も
こ
の
季
節
に

多
い
し
、
風
邪
、
扇
桃
腺
炎
、
 

7
デ
ノ
イ
ド
、
気
管
支
炎
な
ど

の
呼
吸
器
の
病
気
、
次
い
で
、
 

消
化
器
病
の
順
で
、
病
院
に
治

療
に
見
え
る
患
者
さ
ん
が
多
い

ま
た
血
を
吐
く
患
者
も
こ
の

季
節
に
は
多
い
。
そ

D
ほ
と
ん

ど
が
、
か
っ
血
で
肺
結
核
が
原

因
だ
が
、
胃
か
い
蕩
、
胃
が
ん

の
吐
血
の
場
合
も
あ
る
。
 

か
っ
血
の
場
合
は
、
血
は
新
鮮

な
赤
い
色
、
吐
血
の
時
は
、
黒

味
を
帯
び
た
ド
ス
黒
い
き
た
な

い
血
で
あ
る
。
 

か
っ
血
、
吐
血
に
せ
よ
、
血
を

み
て
も
あ
わ
て
な
い
こ
と
だ
。
 

び
つ
く
り
し
て
ゆ
り
動
か
す

こ
と
が
お
お
い
が
、
そ
ん
な
こ

と
を
し
て
は
い
け
な
い
。
吐
い

た
血
が
、
ど
ん
な
色
か
を
確
か

め
赤
い
血
な
ら
胸
部
を
冷
や
す

し
黒
い
血
な
ら
胃
部
を
冷
や
す

そ
の
後
、
医
師
を
よ
ぶ
よ
う
 

に
し
た
レ
．
 

」
 

交
通
事
故
、
幼
児
の
水
死
も

こ
の
季
節
に
お
お
い
。
 

一

日
頃
の
注
意
が
必
要
で
あ
る

一

が
、
同
時
に
、
事
故
に
あ
つ
た
一

ば
あ
い
の
救
急
処
置
、
人
工
呼

吸
法
な
ど
の
習
得
が
望
ま
れ
る
 

飯
 
詰
 
地

区
 

前
田
勘
四
郎

（
坂
ノ
上
、
南

新
）
、
和
島
豊
古
（
北
新
、
中

町
）
前
田
惣
作
、
 
（
新
町
、
大

町
）
、
横
山
政
吉
（
伝
助
町
、
 

下
町
）
、
平
山
熊
三
郎
（
上
町

寺
町
）
、
其
田
豊
一
 
へ大
日
町

大
正
町
）
．
田
中
正
雄
「
下
村
 

）
、
竹
林
誠
逸
（
南
下
、
中
下
 

）
、
葛
西
兵
市
（
長
坂
、
味
喰

ケ
沢
）
、
其
田
良
逸

一
東岩
崎

西
岩
崎
）
、
坂
本
四
郎
 
曙
町

、
太
田
源
丞
 
（
興隆
、
朝
日
 

、
浜
館
馨

（
五本
松
 
北
下
 

七
 

和
 
地
 

区
 

堀
内
金
右

工
門
、
小
笠
原
幸

助
、
福
土
光
男

（
高
野
）
、
今

伝
三
郎
、
斉
藤
清
一
 
（
前
田野

目
）
、
三
上
行
夫
（
持
子
沢
）
 

松
山
与
四
郎

（
羽
野
木
沢
）
、
 

外
崎
松
四
郎

（
俵
元
）
、新
谷

巌
、
小
林
敏
雄
（
原
子
）
 

毘

沙

門
地

区
 

佐
藤
善
工
門
、
太
田
藤
太
郎
 

成
田

一
雄
、
山
口
吉
太
郎
、
山

口
吉
弥

（
毘沙
間
）
、
増
田
武

徳

（
上
長
富
）
、
猿
賀
金
蔵

（
 

中
長
富
）
、
原
田
信
英

（
下
長

富
）
 梅

 
田
 

地
 
区
 

戸
沢
辰
五
郎

（上
梅
田
）
、
 

鈴
木
長
松
（
中
梅
田
）
、
竹
谷

喜
八

（下
梅
田
）
、
小
山
内
勘
 

「
廊
、
関
徳
治

（
中泉
）
 

、ノ ~ 、ノ 

交通安全標語 

一秒待つ心の 

ゆとりが身を守る 

市政ニユース ② 

行
政

連

絡

員
 

五

所

川
原
地

区
 

坂
本
憲
泰

（
錦
町
）
、
岩
谷

善
一
 
（柏
原
町
）
、
平
田
三
郎
 

（
幾
島
町
）
、
気
田
勝
治

（
上

平
井
町
）
、
神
美
登
（
平
井
町
 

）
、
鶴
谷
良
吉
（
中
平
井
町
）
 

寺
田
三
次
郎

（
下平
井
町
）
、
 

藤
田
留
作
（
さ
つ
き
町
）
、
工

藤
次
栄
（
敷
島
町
）
、
中
野
鉄

男
（
東
雲
町
）
、
唐
川
甚
四
郎
 

（
旭
町
）
、
石
井
柾
次
郎
（
大

町
、
、
福
士
孝

一
（
寺
町
岩
木

町
）
、
小
山
田
鳳
隆

（末
広
新

宮
町
）
、
小
野
清
茂

（
末広
町
 

）
、
堀
内
貞
三
（
本
町
）
、
黒

滝
嘉

一
郎
（
布
屋
町
）
、
高
橋

武
一

（東
町
）
、
小
山
内
繁
勝
 

（弥
生
町
）
、
寺
田
清
（
鎌
谷

町
）
、
毛
内
金
次
郎

（川
端
町
 

）
、
平
山
幸
三
郎
（
第
一
柳
町
 

）
高
橋
賢
次
郎
（
第
二
柳
町
）
 

金
沢
定
雄
（
成
田
町
）
、
平
山

日
出
夫
（
元
町
）
、
木
村
隆
太

郎

（
新
町
）
、
下
山
金
四
郎

（
 

田
町
）
、
福
士
周
造

（
栄
町
）
 

小
田
桐
惣
市
（
田
園
調
布
）
、
 

前
田
貢
（
十
川
町
）
、
神
正
良
 

（
平
和
町
）
、
三
浦
行
一
 
（小

曲
）
、
成
田
平
司

（
雛
田
）
 

栄
 
地
 

区
 

平
山
ヤ
サ
、
平
山
要
作
へ
湊
 

）
、
小
田
桐
七
郎
（
湊
団
地
ノ

藤
田
義
雄
（
姥
蒐
）
、
藤
田
清

次
郎
（
猫
淵
）
、
坂
本
健
造
（
 

三
ッ
谷
）
、
成
田
長
四
郎
、
山

田
武
雄
（
稲
実
）
、
山
田
専
太

郎
、
 一
戸
源
次
（
広
田
）
、
斎

藤
茂
、
角
田
平
吉
（
七
ッ
館
）
 

中
 
川
 
地

区
 

藤
森
作
太
郎
、
吉
岡
勘
十
郎

石
岡
豊
三
郎
（
川
山
）
、
小
野

豊
四
郎
（
沖
飯
詰
）
、
笠
井
重

吉
（
桜
田
）
、
館
山
忠
太
郎
（
 

中
泊
）
、
館
山
竜
次
郎
（
種
井
 

）
、
奈
良
新
吉
（
田
川
）
、
原

定
五
郎

（新
宮
）
、
斎
藤
永
蔵
 

（
長
橋
）
 

三
 
好
 
地

区
 

長
尾
千
代
作
、
開
米
三
吉
、
 

小
林

一
二
三
 
（鶴
ケ
岡
）
、
 一

戸
良
秋
、
川
浪
勇
一
、
工
藤
直

四
郎
、
佐
藤
又
止
郎

（
藻
川
）
 

三
浦
正
毅
（
高
瀬
）
、
小
笠
原

兼
吉

（
福
井
）
 

長
 
橋
 
地

区
 

秋
田
善
吉

（
浅井
）
、
石
岡

永
作
、
石
岡
善
一
 
（福
山
）
、
 

土
岐
賢
次
郎
（
杉
派
立
）
、
須

藤
留
四
郎
（
野
里
 
、
松
野
岩

雄
（
神
山
）
、
長
尾
慶
作
（
松

野
木
）
、
工
藤
東
太
郎
へ
福
泉
 

）
、
石
岡
治
男

（
若
山）
、
横

島
岩
太
郎
（
石
田
坂
）
、
中
山

幸
一

（
戸
沢
）
、
中
川
竹
次
郎
 

（
豊
成
）
 

松
 
島
 
地

区
 

寺
田
十
三
雄
（
吹
畑
）
、
新

井
雄
】
（
唐
笠
柳
）
、
寺
田
市

太
郎

一
石
岡）
、
小
田
桐
長
蔵

須
藤
己
之
松
（
水
野
尾
）
、
吉

村
嘉
右

工
門

（
漆川
）
、
新
谷

竹
次
郎
、
葛
西
勘
之
丞
（
太
刀

打
一
、
三
浦
柾
市
、
小
野
千
代

造
、
小
野
徳
右

ュ
門
（
一
野
坪
 

）
、
伊
藤
良
太
郎

（
馬性
）
、
 

太
田
源
之
丞
、
工
藤
武
雄
、
渋

谷
武
則
、
平
山
茂
雄
（
金
山
）
 

猪
口
柾
太
郎

（
二
本
柳）
、
対

馬
貞
市
（
米
田
）
、
工
藤
房
一

木
村
昂
悦
、
工
藤
清
忠
（
松
島

団
地
）
 



火災のとき市民文化会館へ 

搬出し引きとられていない物件 

ぞうり（女物） 

ポール箱（中に青色 

の帽子あり） 

蒸しガマ 

ヤカン 

パケッ 

足
 

ケ
 
ク
 
ク
 

ク
 
ク
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鍵 (IIケ連結） 	14 

石油カン 油入り） 	2 ク 

◇ 6月15日まで市民文化会館

に保管してあります。心あ

たりの方は、おいでくださ

い0 
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丸
型
椅
子
（
木
製
）
 

1 脚
 
パ
ー
パ
リ
ー
（
男
物
）
 

裁
縫
台
（
ラ
シ
ャ
張
）
 

2
 
ク
 
黒
ズ
ボ
ン
（
小
中
生
用
）
 

タ
ン
ス
の
引
き
だ
し
 

1 ケ
 
半
ォ
ー
パ
ー
 
（
黒
格
子
）
 

台

脚
 
ク
 
ケ
 
ク
 
ク
 
張

旗
 
枚
 
ク
 

ク
 

旅
行
カ
バ
ン
（
布
製
）
 

2
 
ク
 
帯
（
黒
～
女
物
）
 

蚊
 
張
 

1張
 
毛
布
（

1枚
も
の
）
 

日
章
旗
 

1 旗
 
丹
前
（
毛
布
地
）
 

・

ー
 
・
ー
 〔L
 
・
ー
 h乙
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 ・
ー
 ・
ー
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ー
 

③ 市政ニユース 

東芝テレビ（14型） 1 台 セーター（男物） 

寝 袋 	 1 ク 	かけぶとん 

アノラツク（男物J l枚 丹前下 

黒背広（上衣） 1 ク 枕 

学生服（小学校低学 	 革靴（男物） 

年用上衣） 	1 ク 	革靴（女物） 
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時
端
噴
火
災
見
舞
金

品
処
理
状
況
 

写真説明上…一夜あけて焼あとを整理する被災者
下…あれから50日、目ざましい復興の被

災地 

4 月 5 日夜寺町川端町の火災で焼けだされた47世帯の方々はい

ま、みなさんのご協力によつて、つち音も高く復興しています 

見
舞
金

総
額

は
三
十
八
万
円
に
 

四
月
五
日
発
生
し
た
、
当
市
寺
町
、
川
端
町
の
火
災
に
対
し

見
舞
金
、
お
よ
ぴ
救
援
物
資
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
し
た
方
々

に
厚
く
お
礼
い
た
し
ま
す
。
各
方
面
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
見

舞
金
三
十
八
万
三
千
七
百
六
十
五
円
は
、
三
回
に
分
け
、
ま
た

救
援
物
資
は
二
回
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
羅
災
者
に
配
分
い
た
し

ま
し
た
。
 

見

舞
金

寄
贈
者
 

青
森
銀
行
、
五
所
川
原
市
社

会
福
祉
協
議
会
、
五
所
川
原
市

職
員
労
働
組
合
、
五
所
川
原
ロ
 

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
プ
、
陸
奥
新
報

社
、
日
造
市
原
ポ
ン
プ
 
（東
京

都
）
、
丸
栄
消
機

（
青
森
市
）
 

葛
西
ポ
ン
プ
商
会
（
弘
前
市
）
 

田
沢
吉
郎

（
衆
議
員議
員
）
、
 

東
奥
日
報
社
、
青
森
福
音
キ
リ

ス
ト
教
会
（
青
森
市
）
、
七
和

高
校
J
B
c
、
県
共
同
募
金
会

五
所
川
原
市
役
所
課
長
会
、
山

口
靴
専
門
店
（
五
所
川
原
市
）
 

五
所
川
原
工
業
高
校
機
械
科
11
1
 

年
A
組
、
三
沢
市
議
会
議
長
、
 

斎
藤
忠
作

（
弘
前図
書
館
内
）
 

五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

和
田
茂
（
三
沢
小
四
年
五
組
）
 

川
本
哲
之
（
五
所
川
原
市
）
、
 

五
所
川
原
高
校
先
生

・
生
徒
一

同
、
五
所
川
原
農
林
高
校
J
B
 

c
・
生
徒
会
、
五
所
川
原
市
職

員
組
合
、
ク
ラ
ブ
赤
坂
（
五
所

川
原
市
…
愛
の
貯
金
）
、
西
北
 

五
地
区
青
少
年
赤
十
字
協
議
会

青
年
会
議
所

（
五
所
川
原
・
三

沢

・
十
和
田
）
、
小
畑
紀
美
子
 

（
青
森
市
）
、
東
洋
清
掃
品
K
 

K

（青
森
市
）
、
五
所
川
原
商

業
高
校
J
R
c
、
五
所
川
原
家

政
高
校
、
三
沢
市
長
、
十
和
田

工
業
高
校
電
気
科
一
年
c
組
、
 

井
上
み
ち
魚
（
青
森
市
）
、
小

笠
原
つ
ね
（
青
森
市
）
、
奥
内

中
学
校
生
徒
会
（
青
森
市
）
、
 

銚
子
高
校
生
徒
会
（
千
葉
県
）
 

そ
の
他
匿
名
二
件
、
 

救
援
物
資
寄
贈
者
，
 

渋
谷
康
文
（
鶴
田
町
）
、
和

田
寛
次
郎
（
青
森
市
）
、
工
藤

パ
ン
 （
青
森
市
）
、
岡
建
築
設

計
事
務
所

（
東
京
都
い
堀
内
家

具
店
（
五
所
川
原
市
）
、
角
弘

五
所
川
原
営
業
所
、
日
赤
青
森

県
支
部
、
竹
内
梨
一
（
衆
議
員

議
員
）
、
越
谷
喜
明
（
五
所
川

原
市
）
、
日
本
水
産
（
青
森
市
 

）
、
中
西
デ
パ
ー
ト

（
弘
前市
 

）
、
丸
友
呉
服
店
（
五
所
川
厚

市
）
、
県
共
同
募
金
会
、
リ
ッ

カ
l
ミ
シ
ン
五
所
川
原
営
業
所
 



市政ニユース ④ 

水
道
料

金
は
 

委
託
徴
収

を
は
し

め
ま
し
た
 

水
道
料
金
の
徴
収
は
、
い
ま

ま
で
市
職
員
が
使
用
者
宅
を
訪

問
し
て
集
金
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
四
月
か
ら
市
職
員
の
ほ
か

町
内
の
納
税
組
合
、
水
道
協
力

組
合
に
委
託
徴
収
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 み
な

さ
ん
の
お
宅
に
、
納
税
組
合
の

会
計
の
方
や
（
班
長
が
集
金
に

行
く
事
も
あ
り
ま
す
）
、
水
道

協
力
組
合
の
方
が
、
委
託
徴
収

員
と
し
て
集
金
に
参
り
ま
す
。
 

な
お
、
委
託
徴
収
員
は
、
市
で

発
行
の
身
分
証
明
書
を
提
行
し

て
い
ま
す
。
 

委
託
徴
収
員
 

弥
生
町
 

笹
田
 
義
美
 

旭
 
町
 

福
土
 
行
男
 

新
宮
町
  

原
 

一
郎
 

錦
 
町
 

甲
田
 
甲
一
 

柏
原
町
 

大
沢
福
大
郎
 

柏
原
町
 

長
内
 
唯
六
 

柏
原
町
 

奈
良
 
俊
雄
 

十
川
町
 
前
田
 

貢
 

桃
 
崎
 

小
川
 
仁
市
 

漆
 
川
 
吉
村

嘉
右

工
門
 

一
野
坪
 

福
士
 
清
作
 

一
野
坪
 

小
野
千
代
造
 

湊
団
地
 

小
田
桐
七
郎
 

栄
町
、

田
町
 
吉
村
 

栄
 

新
 
町
 

平
山
国
太
郎
 

布
屋
町
 

1
1一
上
 昭
一
一
 

本
 
町
 

伊
香
 
常
雄
 

平
和
町
 

越
後
善
三
郎
 

平
和
町
 
佐
藤
 

孝
 

平
和
町
 

会
津
 
富
次
 

平
和
町
、

元
町
 
新
谷
 
り
つ
 

・

住
民
登
録

を
忘
れ
ず
に
 

住
所
を
変
え
た
ら
、
か
な
ら

ず
住
民
登
録
を
し
ま
し
よ
う
。
 

登
録
す
る
と
き
は
、
番
地
を
は

つ
き
り
と
、
間
借
り
し
て
い
る

方
は
〇
O
方
と
家
主
の
名
前
も

書
き
入
れ
ま
し
よ
う
。
ま
た
、
 

町
内
会
や
郵
便
局
に
も
連
絡
し

ま
し
よ
う
。
 
 

平
和
町
、
元
町
 
近
藤
 
き
え

岩
木
町
、
寺
町
 
福
土
 
孝

一

大
町
、
東
町
 
高

橋
 
武
一

敷
島
町
 
対

馬
 
て
る

雛
田
町
 
成

田
 
平
司

上

・
中
平
井
町
 
鶴
谷
 
ト
セ

下
平
井
町
 

加
藤
円
次
郎

鎌
谷
町
 
斉

藤
 
り
せ
 

鎌
谷
町
 

寺
田
 
ヌ
エ

柳
町

・
川
端
町
 
岩
谷
 
ュ
キ

松
島
団
地
 

加
藤
幸
之
進

松
島
団
地
 
田

中
 
章
文
 

前
田
 
惣
作

横
山
 
柾
吉

和
島
 
豊
吉

前
田
勘
四
郎
 

・

農
地
等
取
得
資
金

は
毎
日
受
付
ま
す
 

農
地
等
取
得
資
金
、
自
作
農

維
持
資
金
の
申
請
受
け
つ
け
は

本
年
五
月
か
ら
、
農
業
委
員
会

事
務
局
で
、
毎
日
受
け
つ
け
し

て
い
ま
す
。
 

◇
資
金
を
借
り
受
け
 

で
き
る
農
家
 

農
家
等
取
得
資
金
…
農
耕
地

面
積
が

一
一
六
ア
ー
ル
以
上
か

新
規
取
得
地
（

一
〇
7
1
ル
未

満
取
得
の
場
合
は
対
象
と
な
ら

な
い
）
と
合
せ
て
、
 一
一
六
7
 

ー
ル
以
上
の
農
家
で
、
農
地
の

取
得
に
よ
り
資
金
を
必
要
と
す

る
農
家
。
 

自
作
農
維
持
資
金
…
経
営
農

耕
地
面
積

一
】
六
ア
ー
ル
以
上

を
も
ち
、
相
続
、
疾
病
負
傷
、
 

災
害
、
農
地
等
取
得
を
原
因
と

す
る
負
債
整
理
の
た
め
、
資
金

を
必
要
と
す
る
農
家
。
 

◇
資
金
申
請
の
と
き
 

持
参
す
る
書
類
 

農
地
等
取
得
資
金
…
農
地
の

売
買
契
約
書
、
手
付
金
領
収
書

農
地
法
第
三
条
の
許
可
書
、
公

租
公
課
金
の
 
領
収
書
、
 自
作

農
維
持
資
金
…
相
続
、
疾
病
負

傷
、
災
害
、
負
債
等
資
金
を
必
 
 

要
と
す
る
事
実
を
証
す
る
書
類

公
租
公
課
金
の
領
収
書
。
 

共
同
田
植
を
 

市
長
ら

激
励
 

二
十
二
日
、
市
長
、
農
改
普

及
所
長
ら
は
、
共
同
で
田
植
を

し
て
い
る
二
十
カ
所
の
方
達
を

巡
回
激
励
し
ま
し
た
。
 

（写
真
…
市
長
も

】
緒
に
農

民
体
操
…
神
山
に
て
）
 

・

ブ
ド
ー
酒
は
 

作
ら
な
い
よ
う
に
 

プ
ド
ー
で
酒
類
を
つ
く
る
こ

と
は
、
密
造
酒
と
し
て
、
酒
税

法
違
反
と
な
り
ま
す
。
市
民
の

み
な
さ
ん
、
つ
く
ら
な
い
よ
う

に
し
ま
し
よ
う
。
 

・

あ
な
た
の
簡
易
保
険
は

・
・
・

市
発
展
に
役
立
つ
て
い
る
 

皆
さ
ん
が
、
毎
月
郵
便
局
に

払
い
込
ん
で
い
る
保
険
料
は
、
 

簡
保
資
金
と
し
て
積
み
立
て
ら

れ
、
私
た
ち
の
市
や
町
の
学
校

住
宅
等
の
建
築
、
道
路
拡
張
、
 

公
園
や
遊
園
地
の
整
備
に
貸
し

だ
し
て
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
 

老
後
や
不
時
の
災
害
に
備
え

て
、
簡
易
保
険
に
加
入
く
だ
さ

る
よ
う
、
郵
便
局
で
は
の
ぞ
ん

で
お
り
ま
す
。
 

・

福
祉
年
金
受
給
者
へ
 

老
令
、
障
害
、
母
子
福
祉
年

金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
毎

年
六
月
中
に
、
定
時
所
得
状
況

届
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
つ
て

い
ま
す
。
 

こ
の
届
出
を
し
ま
せ
ん
と
、
 

五
月
以
降
の
福
祉
年
金
が
受
給

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
お
忘
れ
な

く
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

届
出
に
は
、
国
民
年
金
証
書

と
印
か
ん
を
お
持
ち
に
な
つ
て

市
役
所
保
険
衛
生
課
国
民
年
金

係
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

・

職
業
訓
練
大
学
校
 

通
信
講
座
生
募
集
 

生
産
現
場
の
中
堅
で
あ
る
技

能
労
務
者
に
対
し
、
学
科
の
通

信
講
座
を
開
き
、
生
産
技
術
の

進
歩
と
能
力
の
発
展
拡
充
を
は

か
る
た
め
、
通
信
生
を
募
集
し

て
お
り
ま
す
。
 

◇
職
 
種

◇
 

機
械
工
、
仕
上
げ
工
，
鋳
鉄
鋳

物
工
、
建
築
大
工
、
配
管
工
、
 

板
金
工
、
機
械
製
図
工
、
左
官

家
具
工
、
建
具
エ
 

◇
受
講
資
格
◇
 

年
令
、
学
歴
を
問
い
ま
せ
ん
 

◇
申
込
期
日
◇
 

い
つ
で
も
受
け
つ
け
ま
す
 

◇
期
 
間
◇
 

一
年
 ◇

申
込
場
所
◇
 

職
業
訓
練
大
学
校
（
東
京
都
小

平
市
）
 

◇
特
 
典
◇
 

修
了
者
に
は
、
受
講
し
た
職
種

の
二
級
技
能
検
定
の
学
科
試
験

免
除
の
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す

な
お
、
く
わ
し
く
は
、
青
森

総
合
職
業
訓
練
所
か
、
市
役
所

農
林
商
工
課
へ
、
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。
 

高福近
橋土藤 

岩寺
谷 田 

ヌ 

飯飯飯飯

話詰詰詰 
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